
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
   

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

2025年４月号（No.348） 鹿嶋市立 

中央図書館　☎ 0299-83-2510 

大野分館　　☎ 0299-69-1114 
https://opac.city.kashima.ibaraki.jp/ 

 

※「心をそだてる　よみきかせの会」は４月から 
15:00～に時間が変わりました。
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大野分館
11：00～

おはなし会
「てぶくろ」

中央館
14：00～
おはなし会

中央館
11：00～
かみしばい

中央館
11：00～

鹿嶋の民話

中央館
15：00～

心をそだてる
よみきかせの会

（旧:読み聞かせの会）

４月23日（子ども読書の日)から５月12日は「こどもの読書週間」です。 

「子どもたちにもっと本を、子どもたちにもっと本を読む場所を」との願い

から、「こどもの読書週間」は1959年に誕生しました。この期間には図書

館・書店・学校を中心に、子どもたちに本を手渡す様々な行事が行われ

てきました。鹿嶋市立中央図書 

館でもこどもの読書週間にあわ 

せ、イベントを企画しております。 

詳しくは次ページをご覧ください。
（2025 年・第 67 回こどもの読書週間　標語）



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こどもの読書週間　イベント紹介

「おしりたんてい ８」 

時間：５月３日（土） 

午後２時～ 

場所：中央図書館視聴覚室 

今年も読書週間にあわせて期間中、色々なイベントを行います。

GW（ゴールデンウィーク）はぜひ図書館においでください。

期間：４月 19 日（土）～

　色々なジャンルから、思わず手に

取って開きたくなるような魅力的な

本を集めました♪ 

 

中央館・大野分館で開催

ひゃっか王からの挑戦状

「ひゃっか王」から挑戦状が届きま

した。求む！挑戦者！10 賢人とチ

カラをあわせて謎を解こう！

ハテナシート

答えは本の中にある！ 

調べて問題を解いてみよう！ チャレ
ンジし

てね！

期間：４月 19日（土）～５月 11日（日）

中央館限定イベント



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆利用登録できる方 

　鹿嶋市に在住・在勤・在学及び鹿行地域に在住（住民登録）

されている方。 

＊幼稚園、保育園等は団体利用カードが作成できます。 

 

☆作成手続きをするには… 

１.来館して作成する 

カードを作成する方本人の、現住所が確認できる証明書、 

在勤、在学証明書をご持参ください。 

２.インターネットから作成する 

詳しくは図書館 HP の利用案内をご覧ください。 

 

※サービスには一部制限があります。 

●リクエスト（鹿嶋市在住の方のみ） 

◆電子図書館（鹿嶋市在住・在勤・在学の方のみ）

＊４月から、大野分館の日曜日の開館時間が変更になりました。

ご自分の図書利用カードをお持ちですか？

図書利用カードは０歳から作ることができます。まだご自分のカード

をお持ちでない方はぜひ作成して図書館をご利用ください！ 

 

【開館・窓口受付時間】

火曜日～土曜日 日曜日

中央図書館 10時～18時 10時～18時

大野分館 10時～18時 ９時～17時



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おすすめの１冊私の

今月のおすすめは……

『猫は奇跡』 

佐竹　茉莉子/著 
辰巳出版（645/ｻ）

次の図書館だよりの発行は５月１日(木)です。 

猫が登場する全 17 話の実録エッセイです。 

その中から「前脚を失っても　自分で何でもやってのける」を紹介します。 

近隣の行方市であったお話です。現在は動物愛護及び管理に関する法律

や、狩猟で使用が禁止されているトラバサミにかかってしまい、逃げる際に両

前脚を激しく損傷した野良猫が保護されるまでのこと。保護した団体や獣医

師は、犬猫の殺処分ゼロを志とし命に真摯に向き合いますが、両前脚を失う

身体ではどうやって生きていけるだろうか、この猫にとっては安楽死の選択肢

が最善ではないだろうかと葛藤します。命を生かすために先輩獣医師から断

脚手術が提案されました。術後、ラブという名前がつけられ、どのように過ご

したのでしょうか。続きは本書をご覧ください。 

紹介されている猫たちからはどんな時も前を向いて生きる姿や、強さ、優し

さが感じられます。そして日々の生活は奇跡に満ちていることに感動します。

（中央図書館　mofu）

□GW（ゴールデンウィーク）は図書館へ□
GW 期間中も図書館は通常通り月曜日以外開館しております。

月 火 水 木 金 土 日 月 火

28 29 30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6 
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